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標準化人材の素養
残る26億人をインターネットにつなごうとして考えたこと
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ITUテレコム標準化アドバイザリ会議
2012

IEC SC86C Plenary 会議
2023

1988年 ～2000年 IEC/TC86, ITU-T/SG15で光センサ、光システム、光増幅器で
 國際委員からコンビーナ、ラポータ

2000年 ～2012年 ITU-T SG15副議長、TSAG副議長
2003年 ～2023年      総務省 情報通信審議会 ITU部会 専門委員
2005年 ～2020年 IEC/TC111（電気・電子機器、システムの環境規格）国際委員
2005年 ～現在 IEC/TC110（電子ディスプレイ）国内対策委員会 委員
2012年 ～2018年  ITU-Tで情報格差解消の光ソリューション勧告3本を提案→合意
2016 年 ～現在 IEC/SC86C （光ファイバシステムと能動デバイス）国際議長
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競争（成果主義・能力主義）

部下を育てない、 は出世できない

仕事の質より が気になる

に支配される

だけやる

が崩壊→質の低下

相手が 問題に

必死に取り組む。失敗を隠す。

相手の動き、勝敗

負ける恐怖

勝ちに結びつくこと

自尊心

できる人

解決済みの

H. Okamura



パフォーマンス

人数

８０％の社員のやる気喪失
残業代はトータル３０％増

成果主義・能力主義
奴隷の管理＝人間性軽視

序列をつければ（特に日本の）組織の競争力（生産性）は低下する

協調の組織

競争の組織
（勝者）

競争の組織
（敗者）



に集中できる、心理的自由獲得

を堅持できる

自分で自分を できている感覚

失敗は

負ける からの解放→飛躍

協調(和）

自分との戦い

コントロール

自分に対する忠誠心（自尊心）

成功へのプロセス

恐怖

成果主義、能力主義、目標管理をやめると

H. Okamura



「是非や取捨の判断は天地を基準
に自分の責任で行うべき」
（三浦梅園）

キリスト教は、武士道の幹に接木
するには貧弱なる芽である
（新渡戸稲造）

日本的基督教のみ日本人を救う
（内村鑑三）

唯一絶対の神に人間がひれ伏す

一神教は理性への信頼が薄い

多神教 一神教

一神教こそが人間社会の諸悪
の根源（塩野七生）

「頑張れ」 「グッドラック」

日本人のキリスト教比率、対人口比で0.83% （JMR調査レポート（2018年版）
（韓国人のキリスト教比率 28％（2015）； 大学生はコロナ後急落中）
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日本人の意識

ブッシュ: Bring him into Justice (フセイン）
オバマ; Justice has been done （ビン・ラディン）
バイデン：Justice has been delivered （アイマン・アルザワヒリ）

あらゆるものに無限の背景がある
人と人の共存、人と自然の共存

正義       より 寛容
分析         より  統合
部分最適  より    全体最適

釈尊の気づき  みんな繋がっているという感覚

対極

人間の理性を信頼
求道/自己実現
社会貢献（空海）
（現世肯定）
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諸外国における戦後の憲法改正



スイス ロシア
英国

シンガポール
  

日本

イスラエル

核シェルタの普及率
ジャングルを丸腰でさ迷うお人好し

日本核シェルタ協会 HP(2015)より http://www.j-shelter.com/

ノルウエー

米国

0.02％



グローバル競争からグローバル共生・持続へ
グローバル人材＝日本の価値観を世界に発信できる人材

日本の国際競争力
（スイス IMDの評価）



自国に対する誇り（信頼、賞賛）
2009年10月2日

英誌ｴｺﾉﾐｽﾄ調査
世界33か国中､自国に対する
誇りが最も低い国は日本

(1)日本がすべて。愛国心は不要だった
（郷土愛だけ）

(2) 占領軍の戦略＋敗戦の
 トラウマ？で歴史、宗教、  
国家にアレルギー

（価値基準を見失ったか）
(3) 欧米の個人主義、競争、

  富の追求 を受け入れられ
  ない 違和感。 二重人格的
  人生へのストレス

？

H. Okamura
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情報格差解消の意義
世界人口80億人中、インタネット棄民 2６億人（ITU, 2023）

地球規模の問題に全員参加形のコンセンサス形成
SDGs（地球社会の持続性）に最も重要な技術は通信
 日立CTO武田技師長 （2019年談）

   途上国の開発に遠隔教育が必須（識字率25％では開発は不可）

      江戸中期の人口100万人成年男子の識字率70～80％は世界一；維新改革・西洋化の背景

             当時のロンドン人口86万人、識字率20％、パリ54万人識字率10％

  AI(特に生成AI)浸透の偏りが世界の分断を加速

日本を再び尊敬される国に！ 途上国の一国一票を日本に！



地球の奥までブロードバンド
無線？低軌道衛星？光ファイバ？

＞一兆円



これまでの
光ケーブル敷設



海底ケーブル技術で陸上用光ケーブル
軽量、細径、全地形適用、DIY敷設可、長尺（12㎞）



L.110
光ケーブル

の
強靭性



ケーブル敷設工事    地形を問わず、簡単 



ソリューション BIRD*を規定
3本のITU勧告を出版

*Solution BIRD
Broadband Infrastructure for Rural-Area Digitalization  





奥地への光ケーブルの導入コストを大幅削減

-Civil Works   3.3 k US$/km 
100 US$/head/day
300 m/day (10 Workers)

-Cable          < 4-5 kUS$/km
- No Manhole, No Duct



ヒマラヤの山村 海抜1300m
道路脇、未踏のジャングル



ヒマラヤの山村 海抜1300m
架空（木の上）2024年2月6日



モンゴル
テルジ国立公園

約20㎞
浅埋めケーブルの跡

2022年9月



進行中のプロジェクト



BIRD Cable to the base camp of Mt. Everest



エベレスト B.C.
2023 年3月



キリマンジャロ



South Sudan, NCA D.G.

August 8, 
2023

@
NTA , 
Juba 

South 
Sudan

南スーダン
白ナイル川の中に光ケーブルを入れたい！！

EACO Executive Secretary

President, Global Plan Inc.



途上国奥地へのインタネット浸透アプローチの提案
（Intra-Net to Inter-Net ）

What is LACS



2023年２月
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